
自衛隊栃木地方協力本部
首都圏攻防の要の実践部隊！航空自衛隊百里基地を見学！

衛
隊
家
族
会
（
会
長　

植
木　

親
久

ら
見
学
・
記
念
撮
影
を
行
っ
た
。

救
難
機
（
Ｕ
ー
１
２
５
Ａ
及
び
Ｕ

イ
ロ
ッ
ト
か
ら
装
備
品
や
任
務
内
容

見
学
支
援
を
実
施
し
た
。

戦
闘
機
（
Ｆ
ー
２
戦
闘
機
）
及
び

学
で
き
て
感
動
し
ま
し
た
！
」「
我

り
、
百
里
基
地
が
首
都
圏
に
所
在
す

に
高
め
た
様
子
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

と
と
も
に
、
日
夜
練
成
訓
練
に
励
ん

募
集
案
内
所
（
所
長　

麦
倉
准
陸
尉
）

最
初
に
百
里
基
地
広
報
担
当
者
か

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡

ら
の
基
地
概
況
説
明
を
受
け
た
後
、

Ｈ
ー
６
０
Ｊ
）
の
見
学
を
行
い
、
パ

の
皆
さ
ん
の
日
々
の
活
動
を
知
る
こ

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
受
け
な
が

都
圏
攻
防
の
要
と
な
る
重
要
な
航
空

「
間
近
で
戦
闘
機
や
救
難
機
を
見

が
国
の
領
空
や
国
民
の
暮
ら
し
を
守

～協力団体の理解促進を図る。真岡市自衛隊家族会～

隊員と家族をつなぐ茂木町自衛隊家族会！定期総会で防衛講話を実施！

山
や
棚
田
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
と
Ｓ
Ｌ
が
停
車
す
る
城
下
町
の
面
影
を
残
す
市
街
地

（
月
）、
令
和
５
年
度
茂
木
町
自
衛
隊
家
族
会
定
期
総
会
支
援
を
実
施
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
令
和
４
年
度
防
衛
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
た
茂
木
町
の
功
績
を
紹
介
し
、

ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染
症
移
行
に
伴
う
、
制
限
の

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

麦
倉
准
陸
尉
）
は
、
７
月
３
日

対
面
で
の
総
会
は
実
に
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
当
団
体
が
所
在
す
る
茂
木
町
は
、
里

が
承
認
さ
れ
、
質
疑
応
答
で
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

い
る
。

野　

和
男
氏
）
及
び
茂
木
町
長
（
小
口　

達
也
氏
）

総
会
は
、
農
村
レ
ス
ト
ラ
ン
の
『
そ
ば
の
里
ま
ぎ
』（
茂
木
町
）
で
行
わ
れ

名
の
会
員
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～自衛隊への協力・支援の重要性を再確認 ! ～

基地の概要説明の様子 フライトシュミレーター体験をする参加者

総会の様子真岡所長の講話の様子 茂木町名物の美味しいそばを味わう

令和４年度防衛大臣感謝状副賞の　の披露
（左：真岡所長　右：茂木町長（小口　達也氏）

力
・
支
援
の
重
要
性
を
再
確
認
』
で
き
ま
し
た
」
と

り
や
す
い
話
で
私
た
ち
家
族
会
の
『
自
衛
隊
へ
の
協

い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。

総
会
後
は
真
岡
所
長
に
よ
る
防
衛
講
話
が
実
施
さ

供
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
様
々
な

験
を
存
分
に
楽
ん
で
い
た
。

い
で
す
」
と
好
評
を
得
て
い
た
。

通
じ
て
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信

に
繋
げ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

現
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
の
フ
ラ
イ
ト
シ

地
域
協
力
団
体
へ
の
部
隊
研
修
等
を

に
ち
な
ん
だ
「
盛
岡
の
黒
じ
ゃ
じ
ゃ

頼
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
募
集
活
動

ら
で
は
の
思
い
や
り
が
感
じ
ら
れ
る

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、

は
、
６
月
27
日
（
火
）、
真
岡
市
自

氏
）
26
名
の
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

る
唯
一
の
戦
闘
航
空
団
を
擁
し
、
首

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
感
想
が
あ

る
た
め
に
努
力
を
さ
れ
て
い
る
隊
員

ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
で
本
格
的
な
操
縦
体

で
い
る
隊
員
へ
の
期
待
と
信
頼
を
更

麺
（
岩
手
県
）」
の
メ
ニ
ュ
ー
が
提

基
地
で
あ
る
こ
と
の
理
解
を
深
め
る

メ
ニ
ュ
ー
で
す
ね
。
と
て
も
お
い
し

広
報
資
料
館
見
学
で
は
航
空
機
の
再

体
験
喫
食
で
は
「
郷
土
料
理
の
日
」

出
身
地
の
隊
員
が
集
ま
る
自
衛
隊
な

で
あ
り
、
町
内
に
あ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
も
て
ぎ
」
は
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て

の
挨
拶
の
の
ち
、
議
事
が
進
め
ら
れ
て
全
て
の
議
案

副
賞
の
楯
が
披
露
さ
れ
る
と
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。
総
会
で
は
会
長
（
平

無
い
活
発
な
活
動
に
期
待
し
た
い
」
な
ど
、
活
発
に

・
茂
木
町
役
場
担
当
課
住
民
課
長
（
見
目　

和
子
氏
）
等
来
賓
あ
わ
せ
て

名
が
出
席
し
、
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障
環
境
に
つ
い
て
視
聴
し
、
後
段
は
自
衛
隊
の
任
務

し
い
そ
ば
を
味
わ
い
な
が
ら
、
会
員
か
ら
は
「
わ
か

講
話
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
茂
木
町
名
物
の
美
味

れ
、
前
段
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
り
、
変
わ
り
ゆ
く
安
全
保

・
役
割
や
隊
員
の
生
活
な
ど
に
つ
い
て
講
話
し
た
。

と
し
て
い
る
。

を
高
め
る
こ
と
に
努
め
募
集
活
動
に
繋
げ
て
い
く
」

と
の
交
流
を
通
じ
て
自
衛
隊
に
対
す
る
理
解
と
信
頼

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
今
後
も
、
地
域
協
力
団
体


